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INTRO

右記は、ストリーミングチャート、YouTube、Twitter における直近推移です。
ストリーミング(上グラフ) ︓TOP100アーティストおよび楽曲ともに減少。
特定アーティスト・楽曲の固定化傾向とも⾒て受け取れる
YouTube (左下グラフ)︓視聴規模拡⼤し、維持している。⼈気楽曲動画以外
に年末以降、新規公開動画の視聴数が4割を超えてきている
Twitter (右下グラフ)︓1アーティストあたりの平均フォロワー数は減少傾向
で⼀部のフォロー解除が進むも、アーティスト⾔及数は横ばい(⾳楽全般に対
する話題・関⼼は落ちているわけではない)

こちらの全体傾向を元に、以降で詳しく⾒ていきたいと思います。

コロナで加速した⾳楽の楽しみ⽅の変化とUGCにより⽣み出される「つなが
り」と「共感」による⾳楽ヒット傾向を中⼼に、ストリーミング・ソーシャ
ルメディア時代の⾳楽業界向けダッシュボード型アーティスト・楽曲分析
サービス「Music Analytics」データとソケッツMSDBメタデータより⾳楽市
場動向を分析調査しました。

市場動向調査アジェンダ
1. SNS動向とポイント
2. Twitter⾔及からみるUGCテーマ
3. ストリーミングチャートイン楽曲トレンド(楽曲メタ分析)
4. 最新アーティストUGCポジショニング

■調査概要
対象データ Music Analytics 各種データおよびMSDBメタデータ各種
- アーティスト Music Analytics 分析対象邦楽アーティスト1,119⼈
- SNSデータ 計473,868,113レコード
- 楽曲データ MSDB全6,688,915曲中、2020年ストリーミングTOP100

チャートイン522曲
調査対象期間 2020年12⽉1⽇- 2021年2⽉28⽇

横ばい

減少
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SUMMARY
Chapter1︓中⾼年の⽇常でのデジタルメディアの利⽤定着、あらゆる層で動画コンテンツがアーティスト活動の推進⼒に

- YouTube視聴においてベテランアーティストの視聴成⻑率が⽬⽴ってきており、ベテランアーティストの求⼼⼒の⾼まりを確認

- デジタルメディアが定着した今だからこそ、新曲のみならずカタログビジネス最⼤化も⾒据えたソーシャルを活⽤した継続的施策とターゲット層の興味・関⼼、
共感ポイントの理解が重要に

Chapter2︓第⼀線で活躍していくために、あらゆるものとのコラボ開発、アーティストのブランディングが重要に
-ソーシャル上での視聴層の興味・関⼼をひき、投稿されるトピックの中で"コラボ"が重要な位置付けに

- あらゆるものとのコラボ開発は、第⼀線で活躍し続けていくために楽曲制作と並⾏して、独⾃のイメージを認識してもらい、新たなファン層へリーチ、
強みを⽣かしたオーガニックなPRと強固なファンベース構築を促進する

Chapter3, 4︓ターゲットの“リアル”に寄り添う共感ソング、聴取層の"感性"をどう表現するか
- 漫画やアニメ、オンライン⼩説などと共に育ったデジタルネイティブ世代は、まさにその世界観が"リアル"そのもの

明確な楽曲シチュエーションと、歌詞×曲調それぞれで表現する喜怒哀楽や印象的な”感性”

- 楽曲単体のヒットにとどまらせず、ターゲットを理解した楽曲制作、プロモーションと並⾏した、聴取層印象によるアーティストポジショニング把握からの
ブランディング戦略が継続的なヒットをもたらす
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1. SNS動向とポイント
まずは、YouTube動画視聴数について⾒ていきたいと思います。今回のメイン対象期間2020年12⽉-2021年2⽉におけるMusic Analytics 分析対象アーティストの
YouTube視聴数上位アーティストが以下となります。

左の視聴数では、ストリーミング
上位アーティスト、また特定のコ
アファンの多いアーティストが並
ぶ順当な結果となっています。
ちなみに下位は期間中、新規公開
動画数0のアーティストが⽬⽴つ結
果でした。

⼀⽅、右の視聴増加率で⾒てみる
と、ストリーミングチャートに左
右されない、過去ライブ映像をは
じめ、名曲カタログなどを活⽤し
た施策効果(動画の新規公開)、また
全体的にベテランアーティストの
求⼼⼒を感じさせる結果となって
います。
若者のTikTok利⽤、ヒット起点の
潮流が注⽬される⼀⽅で、中⾼年
層の⽇常でのYouTube利⽤の定着
がうかがえ、各ターゲットに合わ
せた幅広いメディア・PR戦略が楽
曲とユーザーの「つながり」を⽣
み、注⽬、話題の機会創出そのも
のになると思われます。

「2020年12⽉-2021年2⽉の視聴UP数/2020年11⽉時点での視聴総数」
で算出した成⻑率ランキング上位2020年12⽉-2021年2⽉の視聴UP数合計でのランキング上位
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左のフォロワー増減数実数では、
YouTube視聴数とほぼ同様の結果で、
ストリーミング上位の直近⼈気アー
ティストが上位を占める結果でした。
逆に、フォロワー100万以上、50万
以上を誇るいわゆる中堅アーティス
ト、バンドが軒並みフォロワー減と
なり下位にランクしており、これま
でTwitter上で⼈気、または関⼼を
集めてきたアーティストと今現在注
⽬を集めているアーティストの明確
な⼊れ替わりが進んでいることがわ
かります。

右のフォロワー増減率でも同様の傾
向ではありますが、グループメン
バーなどの個⼈アカウント、⼤御所、
新⼈・新興アーティストが散⾒され、
アーティスト活動において、若⼿も
ベテランもソーシャルを活⽤した
ファンとのコミュニケーションによ
る重要性がうかがえます。
また、投稿数傾向などを⾒ても、
ファン層に⾒合った発信粒度、タイ
ミングを引き続き試⾏錯誤し、効果
を⾒て”届ける”最適化はつねに追求
していくべきポイントでしょう。

こちらは、2020年12⽉-2021年2⽉におけるTwitterのフォロワー増減数の上位ランキングです。
「2020年12⽉-2021年2⽉のフォロワー増減数/2020年11⽉時点のフォロ
ワー数」で算出した成⻑率ランキング上位2020年12⽉-2021年2⽉のフォロワー増減数合計でのランキング上位

(※) 投稿数マイナスについては、該当アカウントによる過去ツイートの削除
(ツイ消し)の結果によるもの
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左は、フォロワー数をベースに、
フォロワーによるアーティスト名⾔
及ツイート数で割合を算出、期間中
の平均上位ランキングになります。
これまでのランキングとは異なり、
しっかりとファンベースを築いてい
るベテランアーティストやアイドル
グループが上位に並びました。
どれだけ注⽬を集めているか、今現
在の勢いを図る上でフォロワー数は
わかりやすくはありますが、⻑く⼈
気を維持する、息の⻑いアーティス
ト活動を実現する上で、こうしたエ
ンゲージメントという観点、指標も
⾮常に⼤切なものとなります。

さらに右では、年末年始をはさんだ
対象期間の前3ヶ⽉⽐上位となりま
す。
⾃然発⽣的に話題となった、または
何かしらの⼤きな発表がありフォロ
ワーがアクティブ化したケースも含
まれると思われますが、前同レポー
トでも触れた通り、Twitter投稿数
しかり動画新規公開数しかり、ソー
シャルを活⽤した継続的コミュニ
ケーションがエンゲージメントを⾼
める要因であることは間違いなさそ
うです。

続いて、今回はフォロワーによるアーティスト⾔及におけるエンゲージメントを確認してみました。
2020年12⽉-2021年2⽉のフォロワーのアーティスト名⾔及割合平均前3ヶ
⽉⽐ランキング上位

2020年12⽉-2021年2⽉のフォロワーのアーティスト名⾔及割合平均ラン
キング上位

(※) 投稿数マイナスについては、該当アカウントによる過去ツイートの削除
(ツイ消し)の結果によるもの
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2. Twitter⾔及からみるUGCテーマ
ここからは、先ほどエンゲージメントの観点のひとつでも取り上げた、⾔及トピックに焦点を当ててみていきたいと思います。
“注⽬”アカウントをフォローする、この原理に則ってフォロワーを定義すると、広義の意味でフォロワーは既存ファン層ととらえることができます。
また、前レポートで取り上げたアカウント発信内容へのいいね︕数やRT数でのエンゲージメントの測り⽅はまさに既存ファン層とのエンゲージメントといえます。

■分析対象
分析対象アーティストにおける2020年12⽉-2021年2⽉でのアーティ
スト⾔及ツイート
50,690,962件のうち以下を除外した2,308,303件
以下、除外
・メディア、企業アカウントによる投稿(⼀般ユーザー⾔及に絞る)
・RT、reply投稿(純粋なツイート投稿に絞る)
・規模感が⼤きなK-POPアーティスト関連の韓国語ツイート
・いいね︕数が2以下の投稿(⼀定数の共感を得ていないツイートを除
外)
■分析⼿法
今回は⼤量の⽂書データを対象としますので、潜在的意味を推定する
ためのモデルであるトピックモデルを利⽤(実装はLDA)
・⽂書がどのような話題（トピック）で構成されているかを解析
・各トピックにおける各単語の所属確率が算出される
・他のクラスタリング⼿法と異なり、データは⼀つのクラスタではな
く複数のクラスタに属する
・トピック数（いくつのグループに分けるか）は予め決めておく
・どのような意味を持つグループを作るかは予め⼈間が決めるのでは
なく、得られた確率から後で⼈間が解釈をする

7トピックで分析、所属確率の⾼い特徴的ワードをまとめ
た中間結果が右記となります。
こちらを次ページ以降で解釈してまとめていきます。

では、ファン層を拡⼤していくためには「何をすべきか︖」
今回はTwitterでのアーティスト⾔及ツイート(UGC)から、
ユーザーと「つながり」「共感」されるテーマを分析するこ
とで、潜在層へのアプローチのヒントを探ってみたいと思い
ます。
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トピックモデル結果を多次元尺度構成法によるトピック間距離マッピングしたものが右記になります。

Topic5
コラボ、ライブ、公演

Topic7
⽇常でのつぶやき

Topic1
ライブなどの
活動情報関連

Topic3
YouTube(⼆次創作
含む)や映像関連

Topic4
ラジオ、雑誌
などの活動

Topic2
アーティスト、

活動全般

Topic6
番組ライブ

こちらは似たものは近くに、異なったものは遠くに配置されます。
また、円の⼤きさはトピックの規模を表します(こちらは少しわかりに
くいので下記に別で規模感グラフを掲載しています)。
所属確率の⾼い代表的なワードでWordcloud⾵に可視化し、最後に、
各トピック内容を解釈しラベリングしています。

PC1

PC2

年末年始をはさみ紅⽩もあった期間の⾔及ツイートを対象としています
が、Topic6︓番組ライブよりもTopic5︓コラボ、ライブ、公演の⽅が規
模が⼤きく、Twitterで積極的に発信するユーザー層によって⽣み出され
るUGCテーマ、つまり、共感や興味・関⼼を得られるテーマが何かを改
めて認識させられる結果となります。
また、距離感からも、中央にまとまるTopic5,7,1,3はTwitterを中⼼とし
たソーシャル関連の情報・話題が起点となっており、従来のマスメディ
ア、テレビ、またラジオ・雑誌、その他幅広い活動の⾔及トピックは特
徴的に分散しています。
さらに右記や前ページの表内「印象」を表すワードからもわかるように
グラビアなどの直接的なセクシーさから、ライブパフォーマンスの妖艶
さなど、思わず呟きたくなる、発⾔を喚起する印象として「⾊気」があ
りそうです。

Topic1：ライブなどの活動情報関連
Topic2：アーティスト、活動全般

Topic3：YouTube(⼆次創作含む)や映像関連
Topic4：ラジオ、雑誌などの活動

Topic5：コラボ、ライブ、公演
Topic6：番組ライブ

Topic7：⽇常でのつぶやき

各トピック規模感
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こちらは、各トピックの所属確率の⾼いアーティスト名をピックアップしたものです。
(左から⾔及規模の⼤きなトピック順)

各アーティストの活動、また何に興味・関⼼が持たれ発⾔されているのか、傾向がうかがえます。
また、”コラボ”については、想像以上にありとあらゆるコラボでの⾔及が多く、その反響も⼤きいことがわかりました。

アーティスト同⼠のスペシャルコラボ、楽曲のコラボアレンジ、アニメ・ゲームとのコラボなどの王道コラボ以外にも、コラボグッズ、コンビニとのコラボ商品、
アーティストによるコラボ企画、コラボ動画(アーティスト以外も含む)など、ライブ活動などが制限される中で取り組めるあらゆる”コラボ”の開発、
今まで以上に” ⾳楽業界”の外とのコラボ、ブランドパートナーシップが「つながり」と「共感」を⽣み出し、今後の新たなアーティスト活動のキーとなっていく
可能性を感じます。
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最後に、ピックアップアーティストの各トピックの所属確率を⽐較してみましょう。
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含
む

)や
映
像
関
連

Topic4：
ラ
ジ
オ
、
雑
誌
な
ど
の
活
動

椎名林檎
エレファントカシマシ
サザンオールスターズ

直近のストリーミングチャート上位アーティストは、ヒット要因として既知の通り、Topic3:YouTube(⼆次創作含む)映像関連における⾔及確率が⾼くなっていました。
改めてになりますが、2000年前後から⼀般商材を扱うBtoC企業のマーケティング施策として注⽬を集めてきたUGCですが、コロナ禍でのソーシャルメデイアやストリーミ
ングなどのデジタルメディアの普及で、⾳楽分野においてもこの流れによる変⾰が明確になったのが昨年2020年だったと考えられます。
⽇々、無数の情報量にさらされ、”情報を集める”から”情報を浴びる”に変わり、さらにソーシャルネイティブ世代は⾃らソーシャルメディアを通して共感できる⾳楽と出会
い、⼆次創作などで⾃らを表現する、または応援する、それこそが”⽇常”であるといえます。
⼀⽅で、⻑年⼈気を維持しているベテランやファンベースが確⽴しているアーティストにおいては、Topic7︓⽇常でのつぶやき⾔及確率が⼀定数あり、⽬⽴った活動がな
い時でもファンと「つながり」、⽇々ツイートされることでオーガニックでのPR機会を⽣み出していることがわかります。こうしたことからもファンエンゲージメントの
重要性がうかがえます
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3.ストリーミングチャートイン楽曲トレンド(楽曲メタ分析)
ここからは、ソケッツMSDBの楽曲メタデータを活⽤して現在ストリーミングチャート上位
の楽曲トレンドを分析していきたいと思います。
右記は2020年ストリーミングTOP100チャートイン楽曲数上位のアーティストになります。
今回は、この合計200アーティスト、522楽曲を対象としていきます。
また今回の対象は以下のような分布割合となっています。

(※1) 参考︓https://www.sockets.co.jp/business/meta_service.html
(※2) 参考︓https://www.sockets.co.jp/kansei/index.html

◾対象
MSDB全6,688,915曲中、 2020年ストリーミングTOP100チャートイン522曲

■楽曲メタデータ補⾜
ソケッツMSDBの楽曲メタデータとは、楽曲パッケージ情報などの基本データから、⽇本の繊細な感性表現
にこだわり、熟練スタッフが実際に楽曲を「聞いて」歌詞を「読んで」1楽曲約2,000項⽬に及ぶ感覚表現
メタを付与した機械にはできない膨⼤な作業によって⽣まれた感性メタデータなどを保有するエンターテイ
メントゲノムデータです(※1)

◾参考
ソケッツでは、MSDBのメタデータを活⽤した様々な実績と取り組みを⾏っていますので、ご興味があれば
こちらもご拝読ください
⼈の感性・感情をKeyとした予測分析 Sockets Reports (※2)

https://www.sockets.co.jp/business/meta_service.html
https://www.sockets.co.jp/kansei/index.html
https://www.sockets.co.jp/kansei/index.html
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ヴォーカル・タイプ

エフェクター

楽曲イメージ

楽曲シチュエーション

楽曲メインテーマ

楽曲印象ワード(歌詞)

楽曲印象ワード(曲調)

曲調ジャンル

特徴的な楽器

特徴的な奏法

恋愛ワード

2020年1曲チャートイン

2020年2曲以上チャートイン

2020年以前からチャートイン

2020年以降チャートアウト

前述の通り、ソケッツの楽曲メタは1楽曲約2,000項⽬におよびますので、メタの重要度を算出し、先ほどの対象楽曲522曲を4つにカテゴリ分けした単
位に集約、さらに中カテゴリー単位にメタの重要度をまとめた重要度上位の結果が下記の表になります。

さらに、複数の量的な説明変数を、より少数の主成分という指標（合成変数）に要約・集約する分析⼿法で
プロットした結果がこちらになります。横軸が2020年のヒット要因、縦軸が2019年以前からのヒット要因
と解釈できそうです。

2020年のヒット要因

2019年以前からのヒット要因

ソーシャルネイティブ世代が共感、
発掘したTikTok起点でのヒット
曲は”恋愛ワード”がキーに

2020年にストリーミングチャート上位に登場し、
定着したアーティスト楽曲は”楽曲シチュエー
ション”がキーに
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夜>夜
笑顔>笑顔

涙>涙

⾳楽>歌 空/その他>空

笑顔>笑う
場所>都会

⾳楽>⾳楽

場所>街

涙>泣く

季節>季節

⽣活/その他>孤独

雪>雪

夏>夏

星>星

冬>冬

⾬>⾬

夜>夜中/深夜

⾳楽>ダンス/踊り

春>春

パーティー>パーティー
冬>クリスマス

春>桜

⾵>春⾵

メディア>携帯電話

飲み物>お酒 花>⾦⽊犀
場所>屋上

⾵>夜⾵

朝>⽇の出
夜>夜明け前

⾵>⾵

メディア>インターネット
贈る>花束

夏>夏の終わり

空/その他>⼤空

ドライブ>ドライブ

場所>駅/ホーム

⼣⽅>⼣暮れ

旅>旅/旅⾏

空/その他>虹

おやすみ>夢(眠り)
家族>お⺟さん空/その他>夜空

空/その他>⻘空
朝>朝

ヒト>⼤⼈

2020年1曲チャートイン

2020年2曲以上チャートイン

2020年以前からチャートイン

2020年以降チャートアウト

以降、先ほどの結果から、重要度の⾼かった中カテゴリーのそれぞれのマイクロメタから、同様の⼿法でみていきます。
2020年2曲以上チャートインのヒット要因と考えられる「楽曲シチュエーション」結果

2020年1曲チャートインの特定的シチュエー
ションメタに⽐べ、2曲以上チャートインでは誰
しも⾃分を置き換えられる共通の⽇常的なメタ
となっています。2020年以降チャートアウトで
はコロナ禍で⾮⽇常となったシチュエーション、
現状の⼼情と遠いようなメタが確認できます。

2019年以前からのヒット要因

2020年の
ヒット要因
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⼼情>⾃⼰主張

⼈⽣>⼈⽣

応援>夢

応援>励ます

その他>未来

応援>頑張る
⼼情>決意

⼈⽣>⽣きる

その他>世界
⻘春>思い出

その他>運命

その他>愛/愛情

応援>応援⼼情>苦悩/悩み

⼼情>願い/願望

新⽣活>旅⽴ち

⼼情>希望

応援>あきらめない

応援>勇気

⼈⽣>出会い

その他>地球

友情>友情

世界観>楽園

その他>冒険

批判>批判/否定

その他>幸福/幸せ

新⽣活>再スタート

その他>⾃由

その他>⽣命/命

その他>永遠

その他>過去
⻘春>⻘春

反戦>平和

⼼情>葛藤

⼼情>欲望
⼼情>⾃暴⾃棄

⼈⽣>別れ⼈⽣>死

批判>社会批判

2020年1曲チャートイン

2020年2曲以上チャートイン

2020年以前からチャートイン

2020年以降チャートアウト

2019年以前からのヒット要因要素が強い結果となった「楽曲メインテーマ」

右グラフの左下部分を⾒ると前向きな新たなス
タートをイメージさせるメタが確認できる⼀⽅、
コロナによる⽣活様式の変化により、再確認す
ることとなった平和、⼈⽣、世界、愛情など、
多くの⼈が感じたであろう共感できるメタが右
上で確認でき、改めて、⾳楽は世情を映す鏡、
ひとりひとりの気持ち、感情の代名詞であると
認識させられます。

2019年以前からのヒット要因

2020年の
ヒット要因
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さわやかな曲>さわやか
優しい曲>あたたかい

緊張感漂う曲>緊張 哀しい曲>切ない

⼒強い曲>⼒強い

優しい曲>優しい

哀しい曲>さびしい
緊張感漂う曲>ドキドキ

哀しい曲>⾟い

楽しい曲>ウキウキ

楽しい曲>快い

憂鬱な曲>悩む
楽しい曲>ノリノリ

怒り・ムシャクシャな曲>怒り

憂鬱な曲>失望

嬉しい曲>感謝

楽しい曲>楽しい
楽しい曲>ワクワク

嬉しい曲>バンザイ怒り・ムシャクシャな曲>叫ぶ

怒り・ムシャクシャな曲>イライラ

2020年1曲チャートイン

2020年2曲以上チャートイン

2020年以前からチャートイン

2020年以降チャートアウト

2020年2曲以上チャートインにて重要度の⾼かった「楽曲印象ワード(歌詞) 」

2020年2曲以上チャートインしたアーティスト
楽曲特徴として、喜怒哀楽のうち”喜怒楽”とい
う感情的な歌詞印象が特徴的な要因としてあげ
られそうです。
2020年に新たにストリーミングチャートTOPを
席巻した楽曲は歌詞印象的に、上記の感情的な
印象ワード、また、さわやか、優しいなどの感
覚的な印象ワードなどが2019年以前からのヒッ
ト曲よりも特徴的であり、共感を⽣む表現とし
ての重要なメタファーといえそうです。

2019年以前からのヒット要因

2020年の
ヒット要因
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さわやかな曲>さわやか 優しい曲>あたたかい
緊張感漂う曲>緊張 哀しい曲>切ない

⼒強い曲>⼒強い

優しい曲>優しい

哀しい曲>さびしい
緊張感漂う曲>ドキドキ

哀しい曲>⾟い

楽しい曲>ウキウキ

楽しい曲>快い

憂鬱な曲>悩む

楽しい曲>ノリノリ
怒り・ムシャクシャな曲>怒り

嬉しい曲>感謝

楽しい曲>楽しい

楽しい曲>ワクワク

嬉しい曲>バンザイ
怒り・ムシャクシャな曲>叫ぶ

怒り・ムシャクシャな曲>イライラ

2020年1曲チャートイン

2020年2曲以上チャートイン

2020年以前からチャートイン

2020年以降チャートアウト

2020年チャートインにて重要度の⾼かった「楽曲印象ワード(曲調) 」

先ほどの歌詞印象ワード結果も含めて考察する
と、楽しい、さわやか、優しいなどの感覚的な
印象は歌詞ワードで表現し、歌詞×曲調での特
定の印象を与える感性コンビネーションがポイ
ントとなっていそうです。

2019年以前からのヒット要因

2020年の
ヒット要因
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気持ち>⼀途
気持ち>愛しい気持ち>そばにいたい

気持ち>会いたい

気持ち>メランコリック

⽚想い>⽚想い

昔の恋>未練/忘れられない

昔の恋>思い出に浸る

⾏動>⼿をつなぐ

恋愛中のこと>恋

昔の恋>戻りたい
気持ち>そばにいてほしい

恋の終わり>恋の終わり

⾏動>キス気持ち>好き

⾏動>嘘

気持ち>恋しい

気持ち>幸せ

気持ち>振り向いて欲しい

気持ち>不信状態>遠距離恋愛

気持ち>愛されたい
状態>盲⽬

昔の恋>昔の恋

気持ち>愛憎

⾏動>抱き合う(抱擁)

禁断の恋>浮気
⾏動>妄想

出会い>再会
状態>もてあそばれる
昔の恋>元カノ

恋の終わり>別れたくない
恋愛中のこと>喧嘩

状態>振り回される

状態>会えない

⼈>恋⼈

気持ち>臆病⼈>同級⽣
気持ち>好かれたい

気持ち>不安

状態>友達以上恋⼈未満

恋愛中のこと>仲直り

失恋>傷⼼

昔の恋>戻れない

恋のはじまり>恋に落ちる

恋の終わり>別れ

⾏動>⾔えない
⾏動>告⽩する

出会い>運命の出会い

2020年1曲チャートイン

2020年2曲以上チャートイン

2020年以前からチャートイン

2020年以降チャートアウト

2020年1曲チャートインにて重要度の⾼かった「恋愛ワード」

⼈⼝的には数が多いわけではないソーシャルネイ
ティブ世代の恋愛実体験や気持ちに置き換えられ
るリアル恋愛共感ソングがTikTokをはじめ多くの
UGCを⽣み出し、盛り上がりを⾒せた2020年、
恋愛でのドラマティックなシチュエーションでは
なく、気持ちや状態など、より具体的に若い世代
の⽇常シーン、恋愛観を表した楽曲であったこと
がわかります。 計画的なプロモーション以外に、ユーザーやファンの「共感」が創出する熱量をどう測り「つながり」を最⼤化できるか︖

データ分析を活⽤した臨機応変かつスピーディーな施策の実⾏が、今後ますます重要なポイントとなることは間違いありません

2019年以前からのヒット要因

2020年の
ヒット要因
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天才肌・逸材

真⾯⽬・誠実さ

孤⾼(芸術性)知的 変態性

天然

愛嬌 幸福感

ファッションアイコン性

ワイルド

親近感

繊細・敏感・不安定

透明感

渋い
アンニュイ

華がある

派⼿

明るい

暗い

勢い・躍動感

安⼼感・王道感

普遍性

個性的

カリスマ性

タレント性

⾊気・セクシー

ミステリアス

aiko

Aimer

BLACKPINK

BTS

BUMP OF CHICKEN

Eve

GReeeeN

King Gnu

LiSA

MISIA

Mr.Children
Mrs. GREEN APPLE

Nissy

Official髭男dism

ONE OK ROCK

RADWIMPS

SEKAI NO OWARI

SEVENTEEN

末吉秀太

Superfly

TWICE

UVERworld

あいみょん

サザンオールスターズ

ずっと真夜中でいいのに。

ちゃんみな
ヨルシカ

宇多⽥ヒカル

宇野実彩⼦

家⼊レオ

菅⽥将暉

星野源 清⽔翔太

椎名林檎

乃⽊坂46

⽶津⽞師

嵐

三代⽬ J Soul Brothers from EXILE

欅坂46
平井堅

iKON

スピッツ

スキマスイッチ

JUJU
Red Velvet

Little Glee Monster

サカナクション
秦基博

[Alexandros]
MONGOL800

ゆず

4.最新アーティストUGCポジショニング
それでは最後に、Twitter⾔及によるUGCポジショニングを考察してみたいと思います。
下記は、2019年12⽉-2020年2⽉のBeforeコロナ期3ヶ⽉間のストリーミングチャートTOP100にチャートインしていたアーティストを対象とした⾔及ツイート内容から
アーティスト印象を抽出しプロットした散布図です。
図の右側、内⾯的印象寄りは特にバンドが⽬⽴ち、縦軸「直接的」横軸「内⾯的」傾向が強い右下には当時最も注⽬されていたアーティストが並んでいます。

外⾒的

抽象的

直接的

内⾯的
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天才肌・逸材

真⾯⽬・誠実さ

孤⾼(芸術性)

知的

変態性

天然

愛嬌

幸福感

ファッションアイコン性

ワイルド

親近感

繊細・敏感・不安定

透明感

渋い
アンニュイ

華がある

派⼿

明るい

暗い

勢い・躍動感

安⼼感・王道感

普遍性

個…

カリスマ性

タレント性

⾊気・セクシー

ミステリアス

King Gnu

BTS

Official髭男dism

⽶津⽞師

嵐

TWICEあいみょん

RADWIMPS

YOASOBI

aiko

ヨルシカNiziU

back number

BLACKPINK

平井⼤

Vaundy

ずっと真夜中でいいの…

優⾥

乃⽊坂46

GENERATIONS from EXILE TRIBE

もさを。 Novelbright

菅⽥将暉

ONE OK ROCK

SEKAI NO OWARI

Ado

yama

星野源

LiSA

Eve マカロニえんぴつ

BUMP OF CHICKEN

GReeeeN

家⼊レオ

変態紳⼠クラブ

川崎…

Tani Yuuki

空⾳
瑛⼈

Reol

Rin⾳

MISIA

外⾒的

抽象的

直接的

内⾯的

そして、こちらは2020年12⽉-2021年2⽉のWithコロナ期3ヶ⽉間のストリーミングチャートTOP100にチャートインしていたアーティストを対象とし
た⾔及ツイート内容からアーティスト印象を抽出しプロットした散布図です。
前年同様、縦軸「直接的」横軸「内⾯的」寄りにアーティストが集中しています。
この結果を⾒ても、外⾒的な印象以外に、⼈となりを知ってもらい内⾯的な独⾃性を認知してもらう、そしてそのファンの印象がどういったものか、ポ
ジショニングを正しく理解し、ターゲティング、PRしていくといったアーティストブランディングは⾮常に重要だと思われます。

●2020年1曲チャートインアーティスト
●2020年2曲以上チャートインアーティスト
●2019年以前からチャートインアーティスト
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OUTRO
Chapter1︓中⾼年の⽇常でのデジタルメディアの利⽤定着、あらゆる層で動画コンテンツがアーティスト活動の推進⼒に
YouTube視聴においてベテランアーティストの視聴成⻑率が⽬⽴ってきており、ベテランアーティストの求⼼⼒の⾼まりを確認できます。
各種デジタルメディアが定着した今だからこそ、新曲にとどまらずカタログビジネス最⼤化も⾒据えたソーシャルを活⽤した継続的施策とターゲット層の興味・関⼼、
共感ポイントを理解したあらゆる展開が本格的に必要不可⽋となってきています。

Chapter2︓第⼀線で活躍していくために、あらゆるものとのコラボ開発、アーティストのブランディングが重要に
ソーシャル上での視聴層の興味・関⼼をひき、投稿されるトピックの中で"コラボ"が重要な位置付けであるとわかりました。
あらゆるものとのコラボ開発は、第⼀線で活躍し続けていくために楽曲制作と並⾏して、独⾃のイメージを認識してもらい、新たなファン層へリーチ、
強みを⽣かしたオーガニックなPRを⽣み出し、強固なファンベース構築を促進すると思われます。まだ当⾯続くであろうWithコロナ時代、あらゆる”コラボ”の開発、
今まで以上に⾳楽業界の”外”とのコラボ、ブランドパートナーシップが「つながり」と「共感」を⽣み出し、今後の新たなアーティスト活動のキーとなっていく
のではないでしょうか。

Chapter3,4︓ターゲットの“リアル”に寄り添う共感ソング、聴取層の"感性"をどう表現するか
漫画やアニメ、オンライン⼩説などとともに育ったデジタルネイティブ世代は、まさにその世界観が"リアル"そのものであり、明確な楽曲シチュエーションと、感情的感性
ワード、感覚的感性ワードの歌詞と、ドラマティック的な曲調により⾃らに置き換えての共感ソングが2020年以降のトレンドとなりました。デジタルネイティブ以外の年
代でも、Withコロナ時代に突⼊し、その傾向が強くなりつつあるのでしょうか。
上記Chapterでのポイントも含めて、ファン、ターゲット層を理解し、エンゲージメントを⾼め、作品制作、積極的なコラボ開発などのあらゆる戦略において、UGC分析の
役割は⼤きくなっていきそうです。

今後Afterコロナ期への転換で今までの反動(リアルでのフェスやライブへの渇望とムーブメント)が必ず来ると思いますが、
昨年⼀気に⽇本にも訪れたデジタル主導のニューノーマルが元に戻ることはないでしょう

今後も変化し続ける⽇常にアーティスト活動をどうフィットさせ表現していくか、
若⼿、ベテランアーティスト問わず、ファンを知り、ターゲット層、

そしてその時々のアーティストポジショニングを正しく理解することは引き続き重要と思われます。
さらに国内外や、⾳楽業界以外の”外”とのつながりを開発、強化していくことがアーティストブランディング、
そしてこの先の⾳楽市場の活性化、個々のアーティストの⻑い活動につながっていくのではないでしょうか。
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APPENDIX
2020年12⽉-2021年2⽉のTwitter⾔及数平均ランキング上位
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2020年12⽉-2021年2⽉のTwitterフォロワー⾔及率平均ランキング上位
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2020年12⽉-2021年2⽉のYouTube動画新規公開数ランキング上位
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会社紹介

株式会社ソケッツ
独⾃の感性メタデータを活⽤したレコメンド/パーソナライズ・分析サービ
スを提供するデータベース・サービスカンパニー
「気づく、出会う、つながる」キモチをつなぐモノ創りを⾏なっています

〒151-0051
東京都渋⾕区千駄ヶ⾕4-23-5 JPR千駄ヶ⾕ビル3F
TEL︓03-5785-5518
https://www.sockets.co.jp/

ソケッツへのお問い合わせはこちらから

●⾳楽分野に特化
アーティストを起点として、ベンチマーク⽐較や売上・プロモーションデー
タなどのデータインポート機能でより簡単に包括的な分析を実現

●今がひと⽬でわかる
ストリーミング・ソーシャルメディアにおける「今」のファクトをダッシュ
ボードで表⽰・集約。未来予測や楽曲制作⽀援に向けたヒントをご提供

●感性メタの活⽤
国内最⼤級の⾃社⾳楽データベースが保有する、1楽曲につき約2,000項⽬に
及ぶ独⾃メタデータを活⽤した他社にはできない専⾨的な独⾃の分析により、
A&Rやアーティストビジネスをサポート

Music Analytics サービス詳細についてはこちらから
「Music Analytics」に関するお問い合わせはこちらから

サービス紹介

ストリーミング・ソーシャルメディア時代の⾳楽業界向け
ダッシュボード型アーティスト・楽曲分析サービス

https://www.sockets.co.jp/
https://musicanalytics.jp/ma/contact
https://musicanalytics.jp/
https://musicanalytics.jp/ma/contact

